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 参考資料１ 開発行為等が景観等へ与える影響のシミュレーション 

属 性 観察・評価の地点 観察指標 影響の程度 阻害例（景観シミュレーション） 

資産全体と一体の
良好な環境 

⑥ 高館から束稲
山、北上川方向 

資産全体の周辺環
境 

レベル４（重大）：世界遺産を中心として、平泉の歴史・文化に対す
る来訪者の理解を大きく阻害する変更 

束稲山に連なる稜線上への大規模な風力発電機の建設、土取り等による山体の地形改変、
大規模な太陽光パネルの建設、携帯電話基地局の設置など、世界遺産平泉の成立・継承を
物語る歴史的・文化的環境を来訪者が感じ取ることが不可能となる。 

レベル３（相当程度）：世界遺産を中心として、平泉の歴史・文化に
対する来訪者の理解に何らかの阻害が生じる変更 

束稲山に連ねる稜線上に大規模な風力発電機が建設され、また太陽光パネルが建設される
ことにより遊水地の相当量の部分が覆われるなど、世界遺産平泉の成立・継承を物語る歴
史的・文化的環境を来訪者が感じ取るうえで何らかの阻害が生じる。 

レベル２（小規模）：世界遺産を中心として、平泉の歴史・文化に対
する来訪者の理解への阻害が気になる程度の変更 

太陽光パネルが建設されることにより遊水地の一部が覆われるなど、世界遺産平泉の成
立・継承を物語る歴史的・文化的環境を来訪者が感じ取るうえでの阻害が気になる。 

レベル１（無視可能）：世界遺産を中心として、平泉の歴史・文化に
対する来訪者の理解への阻害に気づかない程度の変更 

太陽光パネルが建設されるが、規模が小さいため、世界遺産平泉の成立・継承を物語る歴
史的・文化的環境を来訪者が感じ取るうえでの阻害に気づかない。 

総括的属性 ⑭ 高館橋から見
る北上川と高館 

金鶏山と４つの寺
院・浄土庭園の複
合体（地形・樹叢、
寺院境内の地形・
樹叢） 

レベル４（重大）：金鶏山と４つの寺院・浄土庭園から成る複合体の
全体を大きく阻害する変更 

比較的近傍の稜線上に風力発電機や携帯電話基地局が建設され、金鶏山を隠すように大規
模で派手な屋外広告物や携帯電話基地局が建設されるなど、金鶏山と４つの寺院・浄土庭
園から成る複合体の全体に対して、視認が不可能となる。 

レベル３（相当程度）：金鶏山と４つの寺院から成る複合体の全体に
対して何らかの阻害が生じる変更 

遠方の稜線上に大規模な風力発電機が建設され、大規模で派手な屋外広告物や携帯電話基
地局が建設されるなど、金鶏山と４つの寺院から成る複合体の全体に対して、視認が困難
となる。 

レベル２（小規模）：金鶏山と４つの寺院から成る複合体の全体に対
して阻害が気になる程度の変更 

屋外広告物（規模が小さく、落ち着いた色調のもの）や携帯電話基地局が追加的に多数建
設される懸念を引き起こし、金鶏山と４つの寺院から成る複合体の全体に対して、視認に
影響を及ぼす。 

レベル１（無視可能）：金鶏山と４つの寺院から成る複合体の全体に
対して阻害に気づかない程度の変更 

屋外広告物（規模が小さく、落ち着いた色調のもの）や携帯電話基地局が建設されるが、
数が少ないなど、金鶏山と４つの寺院から成る複合体の全体に対して、視認に影響を及ぼ
さない。 

属性１：３つの浄
土庭園、金鶏山、
双方のつながり 

⑩ 無量光院跡か
ら金鶏山方面 

金鶏山（地形（山
体・山頂）、山を覆
う樹木） 

レベル４（重大）：３つの浄土庭園と金鶏山との間の視覚的つながり
を大きく阻害する変更 

金鶏山への軸線上に派手な屋外広告物や携帯電話基地局が建設され、金鶏山山頂付近が見
えなくなるなど、３つの浄土庭園と金鶏山との間の視覚的つながりが視認不可能となる。 

レベル３（相当程度）：３つの浄土庭園と金鶏山との間の視覚的つな
がりを阻害する変更 

金鶏山への軸線からは外れているが、背景となる山・丘陵のスカイラインを大きく超える
規模の屋外広告物や携帯電話基地局が建設され、金鶏山の一部が見えなくなるなど、３つ
の浄土庭園と金鶏山との間の視覚的つながりが視認困難となる。 

レベル２（小規模）：３つの浄土庭園と金鶏山との間の視覚的なつな
がりへの阻害が気になる程度の変更 

金鶏山への軸線からは外れているが、屋外広告物や携帯電話基地局が建設され、金鶏山へ
の眺望阻害が気になるなど、３つの浄土庭園と金鶏山との間の視覚的つながりに影響を及
ぼす。 

レベル１（無視可能）：３つの浄土庭園と金鶏山との間の視覚的なつ
ながりへの阻害に気づかない程度の変更 

屋外広告物や携帯電話基地局が建設されるが、規模が小さく数も少なく、落ち着いた色彩
であるため、阻害が気づかれないなど、３つの浄土庭園と金鶏山との間の視覚的つながり
に影響を及ぼさない。 

属性２：理想郷と
しての浄土庭園と
その周辺環境） 

⑰ 観自在王院庭
園から東方面 

庭園（地形、樹叢・
樹木）、外周（地形、
樹叢・樹木）、その
他（音、匂い、特
に留意すべき視
覚、聴覚、嗅覚の
対象）、無形の要素
（宗教儀式等） 

レベル４（重大）：各々の浄土庭園において、仏国土（浄土）の観想
に不可欠の展望・静けさ・宗教行為・伝統芸能等を大きく阻害する変
更 

束稲山等のスカイラインを超える規模の派手な屋外広告物や携帯電話基地局が建設され、
仏国土（浄土）の観想に必要な展望を大きく阻害する。 

レベル３（相当程度）：各々の浄土庭園において、仏国土（浄土）の
観想に不可欠の展望・静けさ・宗教行為・伝統芸能等を阻害する変更 

派手な屋外広告物や携帯電話基地局（但し、束稲山等のスカイラインは超えない）が建設
され、仏国土（浄土）の観想に必要な展望を阻害する。 

レベル２（小規模）：各々の浄土庭園において、仏国土（浄土）の観
想に不可欠の展望・静けさ・宗教行為・伝統芸能等への阻害が気にな
る程度の変更 

屋外広告物や携帯電話基地局（家並みより低い小規模なもの）が追加的に多数建設される
懸念を引き起こし、仏国土（浄土）の観想に必要な展望への阻害が気になる。 

レベル１（無視可能）：各々の浄土庭園において、仏国土（浄土）の
観想に不可欠の展望・静けさ・宗教行為・伝統芸能等への阻害に気づ
かない程度の変更 

屋外広告物や携帯電話基地局（家並みより低い小規模なもの）が建設されるが、規模が小
さく数も少なく、落ち着いた色彩であるため、仏国土（浄土）の観想に必要な展望への阻
害に気づかない。 

⑰ 観自在王院庭
園から南方面 

庭園（地形、樹叢・
樹木）、外周（地形、
樹叢・樹木）、その
他（音、匂い、特
に留意すべき視
覚、聴覚、嗅覚の
対象）、無形の要素
（宗教儀式等） 

レベル４（重大）：各々の浄土庭園において、仏国土（浄土）の観想
に不可欠の展望・静けさ・宗教行為・伝統芸能等を大きく阻害する変
更 

スカイラインを超える規模の派手な屋外広告物や携帯電話基地局が建設され、仏国土（浄
土）の観想に必要な展望を大きく阻害する。 

レベル３（相当程度）：各々の浄土庭園において、仏国土（浄土）の
観想に不可欠の展望・静けさ・宗教行為・伝統芸能等を阻害する変更 

派手な屋外広告物や携帯電話基地局（但し、束稲山等のスカイラインは超えない）が建設
され、仏国土（浄土）の観想に必要な展望を阻害する。 

レベル２（小規模）：各々の浄土庭園において、仏国土（浄土）の観
想に不可欠の展望・静けさ・宗教行為・伝統芸能等への阻害が気にな
る程度の変更 

屋外広告物や携帯電話基地局（家並みより低い小規模なもの）が追加的に多数建設される
懸念を引き起こし、仏国土（浄土）の観想に必要な展望への阻害が気になる。 

レベル１（無視可能）：各々の浄土庭園において、仏国土（浄土）の
観想に不可欠の展望・静けさ・宗教行為・伝統芸能等への阻害に気づ
かない程度の変更 

屋外広告物や携帯電話基地局（家並みより低い小規模なもの）が建設されるが、規模が小
さく数も少なく、落ち着いた色彩であるため、仏国土（浄土）の観想に必要な展望への阻
害に気づかない。 
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【レベル４】世界遺産を中心として、平泉の歴史・文化に対する来訪者の理解を大きく阻害する変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【レベル３】世界遺産を中心として、平泉の歴史・文化に対する来訪者の理解に何らかの阻害が生じる変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

属 性 資産全体と一体の良好な環境 

観察・評価の地点 ⑥ 高館から束稲山、北上川方向 

観察指標 資産全体の周辺環境 

阻害例：束稲山に連ねる稜線上に大規模な風力発電機が建設され、また太陽光パネルが建設されることにより遊水地の
相当量の部分が覆われるなど、平泉の歴史・文化に対する来訪者の理解に何らかの阻害が生じる。 

大文字山 
経塚山 

一関遊水地 

※太陽光パネルは１区画当たり２～４ha程度で描いている 

【註】 65 ページにおいても言及したとおり、開発事業等の大半は既に景観条例により視覚的な観点から規制されている

ことから、80～89 ページのシミュレーション写真には現実的に発生し得ない施設の設置の事例を含んではいるが、あくま

で影響のレベルをイメージとして示したものであることを理解されたい。なお、例示はあくまで部分的なものであり、想定

できる事例を網羅的に示したものではないことについても留意されたい。 

阻害例：束稲山に連なる稜線上への大規模な風力発電機の建設、土取り等による山体の地形改変、大規模な太陽光パネルの建設、携帯電話
基地局の設置など、平泉の歴史・文化に対する来訪者の理解を大きく阻害する。 大文字山 経塚山 

一関遊水地 

※太陽光パネルは１区画当たり２～４ha程度で描いている 
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【レベル２】世界遺産を中心として、平泉の歴史・文化に対する来訪者の理解への阻害が気になる程度の変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【レベル１】世界遺産を中心として、平泉の歴史・文化に対する来訪者の理解への阻害に気づかない程度の変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

阻害例：太陽光パネルが建設されるが、規模が小さいため、世界遺産平泉の成立・継承を物語る歴史
的・文化的環境を来訪者が感じ取るうえでの阻害に気づかない。 大文字山 

経塚山 

一関遊水地 

※太陽光パネルは１区画当たり１～２ha程度で描いている 

阻害例：太陽光パネルが建設されるにより遊水地の一部が覆われるなど、世界遺産平泉の成立・発展を
物語る歴史的・文化的環境を来訪者が感じ取るうえでの阻害が気になる。 大文字山 経塚山 

一関遊水地 

※太陽光パネルは１区画当たり１～２ha程度で描いている 
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属 性 総括的属性 

観察 評価の地点 ⑭ 高館橋から見る北上川と高館 

観察指標 金鶏山と４つの寺院・浄土庭園の複合体（地形・樹叢、寺院境内の地形・樹叢） 

 

【レベル４】金鶏山と４つの寺院・浄土庭園から成る複合体の全体を大きく阻害する変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【レベル３】金鶏山と４つの寺院・浄土庭園から成る複合体の全体に対して、何らかの阻害が生じる変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

阻害例：遠方の稜線上に大規模な風力発電機が建設され、大規模で派手な屋外広告物や携帯電話基地局が建設されるなど、金鶏山と４つの寺院・浄土庭園から成る複合体の全体に対し
て何らかの阻害が生じる。 

金鶏山 

高館 関山 

阻害例：比較的近傍の稜線上に風力発電機や携帯電話基地局が建設され、金鶏山を隠すように大規模で派手な屋外広告物や携
帯電話基地局が建設されるなど、金鶏山と４つの寺院・浄土庭園から成る複合体の全体に対する視認が不可能となる。 

金鶏山 

関山 高館 
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【レベル２】金鶏山と４つの寺院・浄土庭園から成る複合体の全体への阻害が気になる程度の変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【レベル１】金鶏山と４つの寺院・浄土庭園から成る複合体の全体への阻害に気づかない程度の変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

阻害例：屋外広告物（規模が小さく、落ち着いた色調のもの）や携帯電話基地局が追加的に多数建設される懸念を引き起こし、金鶏山と４つの寺院・浄土庭園から成る複合体の全体への阻
害が気になる。 

金鶏山 

関山 高館 

阻害例：屋外広告物（規模が小さく、落ち着いた色調のもの）や携帯電話基地局が建設されるが、数が少ないなど、金鶏山と４つの寺院・浄土庭園から成る複合体の全体への阻害に
気づかない。 

金鶏山 

関山 高館 
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属 性 属性１：３つの浄土庭園、金鶏山、双方のつながり 

観察・評価の地点 ⑩ 無量光院跡から金鶏山方面 

観察指標 金鶏山（地形（山体・山頂）、山を覆う樹木） 

 

【レベル４】３つの浄土庭園と金鶏山との間の視覚的つながりを大きく阻害する変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【レベル３】３つの浄土庭園と金鶏山との間の視覚的つながりに何らかの阻害を生ずる変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

阻害例：金鶏山への軸線上に屋外広告物や携帯電話基地局が建設され、金鶏山山頂付近が視認不可能となる。 

阻害例：金鶏山への軸線からは外れているが、背景となる山・丘陵のスカイラインを大きく超える規模の屋外広告物や携帯電話基地局が建設さ
れ、金鶏山の山体・樹木の一部が視認不可能となる。 
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【レベル２】３つの浄土庭園と金鶏山との間の視覚的なつながりへの阻害が気になる程度の変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【レベル１】３つの浄土庭園と金鶏山との間の視覚的なつながりへの阻害が気づかれない程度の変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

阻害例：金鶏山への軸線からは外れているが、屋外広告物や携帯電話基地局が建設され、金鶏山の山体・樹木への視認に影響を及ぼす。 

阻害例：屋外広告物や携帯電話基地局が建設されるが、規模が小さく数も少な
く、落ち着いた色彩であるため、視認に影響を及ぼさない。 
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属 性 属性２：理想郷としての浄土庭園とその周辺環境 

観察・評価の地点 ⑰ 観自在王院庭園から東方面 

観察指標 
庭園（地形、樹叢・樹木）、外周（地形、樹叢・樹木）、その他（音、匂い、特に留

意すべき視覚、聴覚、嗅覚の対象）、無形の要素（宗教儀式等） 

 

【レベル４】各々の浄土庭園において、仏国土（浄土）の観想に不可欠の展望・静けさ・宗教行為・伝統芸能等を大きく阻害する変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【レベル３】各々の浄土庭園において、仏国土（浄土）の観想に不可欠の展望・静けさ・宗教行為・伝統芸能等を阻害する変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

阻害例：束稲山等のスカイラインを超える規模の派手な屋外広告物や携帯電話基地局が建設され、仏国土（浄土）の観想に必要な展望を大きく阻害する。 

束稲山 

観音山 

阻害例：派手な屋外広告物や携帯電話基地局（但し、束稲山等のスカイラインは超えない）が建設され、仏国土（浄土）の観想に必要な展望を阻害する。 

束稲山 

観音山 
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【レベル２】各々の浄土庭園において、仏国土（浄土）の観想に不可欠の展望・静けさ・宗教行為・伝統芸能等への阻害が気になる程度の変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【レベル１】各々の浄土庭園において、仏国土（浄土）の観想に不可欠の展望・静けさ・宗教行為・伝統芸能等への阻害が気づかれない程度の変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

阻害例：屋外広告物や携帯電話基地局（家並みより低い小規模なもの）が建設されるが、規模が小さく数も少なく、落ち着いた色彩であるため、仏国土（浄土）の観想に必要な展望への阻害が
気づかれない。 

束稲山 

観音山 

阻害例：屋外広告物や携帯電話基地局（家並みより低い小規模なもの）が追加的に多数建設される懸念を引き起こし、仏国土（浄土）の観想に必要な展望への阻害が気になる。 

束稲山 

観音山 
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属 性 属性２：理想郷としての浄土庭園とその周辺環境 

観察・評価の地点 ⑰ 観自在王院庭園から南方面 

観察指標 
庭園（地形、樹叢・樹木）、外周（地形、樹叢・樹木）、その他（音、匂い、

特に留意すべき視覚、聴覚、嗅覚の対象）、無形の要素（宗教儀式等） 

 

【レベル４】各々の浄土庭園において、仏国土（浄土）の観想に不可欠の展望・静けさ・宗教行為・伝統芸能等を大きく阻害する変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【レベル３】各々の浄土庭園において、仏国土（浄土）の観想に不可欠の展望・静けさ・宗教行為・伝統芸能等を阻害する変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

阻害例：スカイラインを超える規模の派手な屋外広告物
や携帯電話基地局が建設され、仏国土（浄土）
の観想に必要な展望を大きく阻害する。 

観音山 

阻害例：派手な屋外広告物や携帯電話基地局（但し、束稲山等の
スカイラインは超えない）が建設され、仏国土（浄土）
の観想に必要な展望を阻害する。 
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【レベル２】各々の浄土庭園において、仏国土（浄土）の観想に不可欠の展望・静けさ・宗教行為・伝統芸能等への阻害が気になる程度の変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【レベル１】各々の浄土庭園において、仏国土（浄土）の観想に不可欠の展望・静けさ・宗教行為・伝統芸能等への阻害が気づかれない程度の変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

阻害例：屋外広告物や携帯電話基地局（比較的小規模で落ち着い
た色彩のもの）が追加的に多数建設される懸念を引き起
こし、仏国土（浄土）の観想に必要な展望への阻害が気
になる。 

阻害例：屋外広告物や携帯電話基地局が建設されるが、規模が小さく数
も少なく、落ち着いた色彩であるため、仏国土（浄土）の観想
に必要な展望への阻害が気づかれない。 
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参考資料２ これまで実施した HIAの実績 

 

これまでの「平泉」における HIA の実績は下表のとおりである。なお、表中№１の HIA

実績については、結果及び資料を本報告書内に掲載した（91 ページ以降を参照されたい）。 

なお本表では、本書に照らして OUVの属性との関係について付記している。 

 

〇 HIA実績一覧（平成 23（2011）～平成 30（2018）年度） 

№ 実施年 事業内容 事業主体 事業概要 
OUVの属性との 

関係 
結果 

１ 
H23 

（2011） 

県道中尊寺通り

道路改良等 
岩手県 

道路改良 

電線地中化等 
属性２ 

地下遺構、景観に配慮

の上、事業を実施。 

２ 
H23 

（2011） 

県道花巻衣川線

道路新設 
岩手県 

道路新設 

道路改良 

資産全体と一体の

良好な環境 
影響なし 

３ 
H23 

（2011） 

奥州市道衣川橋

六道線 
奥州市 道路改良 総括的属性 影響なし 

４ 
H23 

（2011） 

奥州市道田中上

野線 
奥州市 道路改良 総括的属性 影響なし 

５ 
H24 

（2012） 

白鳥地区堤防建

設 
国交省 堤防建設 

資産全体と一体の

良好な環境 
協議継続中 

６ 
H26 

（2014） 

衣川携帯基地局

設置 
民間 

携帯電話鉄塔

の設置 

資産全体と一体の

良好な環境 

総括的属性 

事業計画の変更。 

７ 
H26 

（2014） 
道の駅平泉建設 

平泉町 

国交省 
道の駅建設 総括的属性 

景観に配慮のうえ、事

業実施 

８ 
H27 

（2015） 

平泉スマート IC

新設 

民間 

平泉町 

スマート IC 建

設 

資産全体と一体の

良好な環境 
協議継続中 

９ 
H28 

（2016） 
中尊寺仏堂改修 民間 仏堂の増改築 属性２ 

地下遺構、景観に配慮

の上、事業実施 

10 
H30 

（2018） 

「平泉の文化遺

産」ガイダンス

建設 

岩手県 
ガイダンス施

設の建設 
総括的属性 協議継続中 

参
考 

H27 

（2015） 

束稲山風力発電

施設建設 
民間 

風力発電施設

の建設 

資産全体と一体の

良好な環境 

事業者の理解により

取りやめ 
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〇 過去の HIAの例（平成 23（2011）年度実施） 

「県道中尊寺中尊寺通り」の道路改良事業の遺産影響評価（平成 23（2011）年度実施）

の結果に係る文書を転載したものである。また、本件は本報告書の 61ページに記載し

た「観察・評価の地点 №⑱：無量光院跡」に関係するものであることを付記する。 

【結果】 
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【資料】開発事業者が作成した資料（抜粋） 
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    （添付地図については掲載省略） 
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参考資料３ 保存管理に係る運営体制及び HIA実施要領 

 

平成 31 年（2019）３月に改定された包括的保存管理計画 4に基づく「平泉」の保存管理

に係る運営体制及び HIAの実施要領は以下のとおりである。 

 

１ 平泉の保存管理に係る運営体制 

包括的保存管理計画（平成 31年（2019）３月改定版 4106ページより） 

 

〇 構成資産及び緩衝地帯の保存管理区分 

確実な保存管理を推進するために、各々の構成資産を管理する平泉町と所有者（住民

及び宗教法人）を中心として組織体制を整備する。その際には、地域住民が資産の適切

な保存管理と整備活用の施策に積極的に参加できるよう配慮するとともに、岩手県及び

文化庁、関連諸機関との連携を強化し保存管理の運営に関する方法・体制の整備を図る。 

(1) 関係市町 

    関係各市町は、それぞれ保存管理に必要な体制の整備を行っている。 

    資産が位置している平泉町は、資産の所有者である住民又は宗教法人と連携して資

産を管理する責任者である管理団体等に指定され、基本的な資産の保存管理を行って

いる。平泉町には、資産及び緩衝地帯の保存管理全般の調整を担当する世界遺産推進

室と、資産及び緩衝地帯の調査・管理及び整備公開活用を担当する文化遺産センター

が設置され、この２つの組織が連携して資産の保存管理を推進している。 

    奥州市では、総合政策部に世界遺産登録推進室を設置し、緩衝地帯の保存管理の総

合調整を行っている。また、世界遺産推進本部を設置し、庁内全体における各種事業

の横断的な調整及び関係機関との連携を図っている。 

(2) 岩手県及び文化庁 

岩手県においては、関係各市町と緊密に情報交換を行い、資産の保存管理に関して

行政的な助言を行うとともに、必要に応じて財政的・技術的な支援を行うこととして

いる。また、岩手県が所有している資産の公開活用を推進するとともに、資産全体に

ついての包括的な保存管理や調査研究及び個々の構成資産を連絡する交通ネットワー

クの整備など、資産全体に係る課題については、岩手県が主体となって取り組んでい

る。 

文化庁においては、岩手県及び関係市町との緊密な情報交換を基に、資産の保存管

理全般に関して行政的な助言を行うとともに、必要に応じて財政的・技術的な支援を

行うこととしている。同時に、国内の世界遺産の保存管理に関する情報をはじめ、各

国における世界遺産の保存管理状況などに関する情報の収集及び周知に努めている。 

(3) 保存管理に係る連携 

資産の所有者及び資産に関する権利者や地域住民等の間で生ずる様々な課題に対し、
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岩手県・関係市町及び資産の保存管理に関係する諸団体等においては、日常的な情報共

有を行い、資産保護の連携を図っている。 

また、岩手県は、関係各市町と連絡調整のための会議を年間２～３回程度開催し、保

存管理等の状況や今後の管理運営についての情報交換を行うなど、さらなる連携の強化

に努めることとしている。 

(4) 岩手県世界遺産保存活用推進協議会 

資産の保存管理計画の実効性をより確実なものとするために、岩手県教育委員会事務

局を主体として、岩手県の関係部局及び関係各市町等を構成員とする協議会が平成 19年

（2007）年１月に設置されている。この協議会では、平泉遺跡群調査整備指導委員会な

どからの専門的立場からの助言を踏まえつつ、包括的な視点から資産の適切な保存管理

及び整備活用について必要な調整を行っている。 

  また、上記の推進協議会における調整内容は、管理団体を中心とする保存管理推進母

体との連携において、確実に反映されるような仕組みとなっている。 

 

〇 持続的運営のための定期的確認 

 包括的保存管理計画の理念及び方針を具体化するため、「岩手県世界遺産保存活用推進

協議会」が毎年開催されている。この協議会には、保存検討部会及び活用検討部会の二

部会が設置されている。 

この協議会を主体として、平泉の顕著な普遍的価値の保存管理活用のための行動計画

が策定され、実施されている。行動計画は、資産及び緩衝地帯における保存管理の方向

性を検討し、その具体的な事業計画の内容･事業主体･期間などを記載している。具体的

な事業実績については毎年度開催される協議会において報告され、実績及び実態に応じ

た行動計画の修正を行っている。 

 

保存検討部会 活用検討部会 

ⅰ 資産の保存管理に関すること 

ⅱ 行動計画の策定に関すること 

ⅲ 資産周辺の景観の維持に関すること 

ⅳ 資産及びその周辺における開発事業の

調整に関すること 

ⅴ その他資産の保存に関すること 

ⅰ 資産を活用した観光振興に関すること 

ⅱ 資産を活かしたまちづくりの推進に関

すること 

ⅲ 行動計画の策定に関すること 

ⅳ 人材育成の推進に関すること 

ⅴ 便益施設整備の調整に関すること 

ⅵ その他資産を活用した諸事案に関する

こと 

 

105



〇 平泉の保存管理に係る運営体制図 
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２ 平泉に係る HIA実施要領 

 

（目的） 

第１ 第 35回世界遺産委員会決議内容を踏まえ、資産等の一層の保存管理を推進するため、

遺産影響評価を行う。 

 

（対象範囲） 

第２ 遺産影響評価の対象範囲は、世界遺産の構成資産及び緩衝地帯、関連資産（拡張登

録候補資産）及び周辺地帯とする。 

 

（対象事業） 

第３ 遺産影響評価の対象事業は、「主要な道路開発」及び「その他の開発」のうち、「平

泉」の顕著な普遍的価値に影響を及ぼすおそれのある開発とする。 

 (2) 事業の選択に当たっての検討は、岩手県教育委員会事務局、一関市、奥州市及び平

泉町がこれを行う。 

 

（手続き） 

第４ 対象事業について、「岩手県世界遺産保存活用推進協議会（以下「推進協議会」とい

う。）」に対する助言機関である「平泉遺跡群調査整備指導委員会（以下「指導委員会」

という。）」において評価を行い、その結果を推進協議会に助言する。 

(2) 推進協議会は評価結果にもとづき、必要に応じて開発部局と調整を行う。 

(3) 遺産影響評価は、原則として年１回以上行う。 

(4) 対象事業の評価結果のうち、世界遺産に関連する範囲の事業（構成資産及び緩衝地

帯における事業）についてはユネスコ世界遺産センターへの報告を行う。 

（5）対象事業の評価結果については、推進協議会から事業者（開発部局）へ通知する。 

 

（その他） 

第５ 本件の庶務の処理は、「岩手県世界遺産保存活用推進協議会設置要綱」（平成 19 年 1

月 19日施行）に従って行うものとする。 

 

 附 則 

 この要領は平成 23年 10月 27日から施行する。 
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参考資料４ OUVの属性への負の要因と経過観察指標との関係整理 

 

〇 包括的保存管理計画（平成31年（2019）３月改訂版）に示した資産に対する負の影響

と本報告書に示したHIAの観察・評価の指標との関係 

 

平 

泉 

の 

顕 

著 

な 

普 

遍 

的 
価 

値 

OUV を構

成する諸

要素 

資産に対する負の影響 

HIA の観察・評価の指標として考えられ
るもの 
 
※ 本報告書で用いた「モニタリング（経
過観察）指標」（第７章）と同義 

構 

造 

物 

・ 

庭 

園 

・ 
遺 
跡 

・ 

浄
土
思
想
の
伝
承 

◆知識の提供・普及活動等の停滞による影響 
・資産の視覚的結び付き、関連性の未理解に
よる影響 

 
※気候変動等による影響 
・酸性雨による影響（建造物等の腐食） 
・温暖化による影響（庭園水系、庭園植生、
境内植生等の変化） 

 
※自然災害による影響 
・洪水による影響（遺跡のき損） 
・大雨による影響（遺跡、建造物、庭園景観
のき損、庭園水系の変化） 

・風化、虫害、樹木の成長等による影響（遺
跡、庭園景観のき損） 

 
※観光圧力による影響 
・観光客数増加による影響（遺跡、建造物、
庭園景観のき損、周辺環境の変化） 

 
※開発圧力による影響 
・周辺地域の大規模開発による影響（埋蔵文
化財の消失、視覚的結び付きを妨げる景観
阻害要因の設置） 

・住民の多様な意識による影響（統一性のな
い町並みデザイン） 

 
◆技能、技術の伝達に係る影響 
・継承者不在による影響（伝統芸能の消滅） 
 
 
（注）※は、『世界遺産条約履行のための作業

指針』に則したもの 

■資産の視覚的結び付きに関して 
（毎年度の景観変化に対する対応等） 
※視点場における景観を阻害する要因の
数 

※規制（景観条例等）に適合しない要因
の数 

 
 
■資産の関連性に関して 
（理解の促進・受入体制への対応等） 
※知識の提供・普及状況 
（整備の進捗、ガイダンス施設、研究報
告、発掘調査、パンフレット・HPなど
による各種情報提供、国内外専門家に
よる現地確認・指導会の開始ア、各種
研修会・セミナー等の開催） 

※観光客数の動向 
（入込数、便益施設と収容能力など） 
 
 
■構成資産の保護に関して 
（気候・生態系・開発・伝承保護への対
応等） 

※酸性雨の状況 
（PHなど） 
※水系の状況 
（水質、水量、生物など） 
※植生の状況 
（樹種とその割合など） 
※遺構の状況 
（礎石の位置など） 
※現状変更数及び内容 
※伝統芸能継承演目の数 
※宗教儀礼及び芸能等の開催状況 
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〇 負の影響を与える要因の観察（包括的保存管理計画（平成31年（2019）３月改訂版よ

り）測定すべき内容、周期、記録組織の概要に係る指標一覧表 
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平泉（日本）No 1277 改定  

 

 

 

 

締約国から提出のあった公式名  

「平泉―仏国土（浄土）を表す建築・庭園及び考古学的遺

跡群」 

 

場所  

岩手県 日本 

 

要約 

平泉は 11 世紀から 12 世紀の日本の北方領域における政

治・行政上の拠点であり、政治的・経済的に京都に匹敵し

た。支配氏族の北方における支族である奥州藤原氏により

築かれた際、その配置は仏教における浄土思想を反映した

とみられている。こうした浄土思想は 6 世紀から 12 世紀に

かけて中国・朝鮮から日本に伝来し、有力な在地独自の思

想へと発展を遂げることとなった。その範囲の大部分は

1189 年に都市が政治・行政上の地位を失った際、破壊され

た。さらには、13 世紀と 14 世紀に発生した大火を受け、都

市がかつての栄光を取り戻すことは無かった。6 つの遺跡は

かつての一大拠点の要素であることを示し、浄土庭園を伴

う 4 つの寺院と金鶏山及び政庁建物群の考古学的遺跡から

構成されている。 

 

資産の分類 

1972 年の世界遺産条約第 1 条における文化遺産に分類され

るものであり、6 つの遺跡からなるシリアルノミネーション

である。 

 

１ 基本資料 

暫定リスト記載 

2001 年 4 月 6 日 

推薦準備に係る世界遺産基金からの国際援助 

 無 

 

世界遺産センターでの受理日付 

2006 年 12 月 26 日 

2010 年 1 月 27 日 

経緯 

前回は「延期」の勧告（32COM、ケベック 2008） 

 

世界遺産委員会は以下の決議を採択（32COM8B.24） 

 

参考資料５ イコモス（ICOMOS）による「平泉」の評価書（2011） 
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世界遺産委員会は 

 

１ WHC-08/32.COM/8Bと WHC-08/32.COM/INF.8Bの文書の審

査を行い、 

２ 締約国に対して、 

 a）中国・韓国の事例を含め、特に庭園のためのさらなる

比較研究を提示すること、 

 b）景観の価値をもつ諸要素を含めるために、推薦資産の

境界線の改定について考慮すること、 

 の二点を求めるために、「平泉―浄土思想を基調とする

文化的景観」（日本）の推薦に係る審査を延期し、 

３ さらなる推薦に際しては、十分に機能している管理計

画、視覚的な繋がりおよび遺産との関連性に関する知識を

監視するための指標を含む適切な一群の指標を添付するこ

とが必要となるであろうことを勧告し、 

４ 境界線の改定を含む推薦に当たり、資産への現地調査

団の派遣による検討が必要となるであろうことを考慮し、 

５ 推薦資産の改定を行う場合には、世界遺産センターが

すべての方策を講じて締約国を支援するよう勧告する。 

 

2010 年 1 月 10 日、締約国から改定推薦書の送付があった。 

 

 

協議 

イコモスは、文化的景観及び考古学的遺跡に係る保存管理

に関する国際科学会議及びその他個人の専門家と協議を実

施している。 

 

参考文献（抜粋） 

Yiengpruksawan, M., Hiraizumi Harvard 1998 

 

現地調査 

2010 年 9 月 7 日から 10 日に実施 

 

追加質問の要請及び締約国からの回答  

イコモスは 2007 年 12 月 18 日に締約国に対し以下の事項に

ついて書簡を送っている。 

 

・推薦資産の全体が浄土思想の教義をどのように明確かつ

有形的に反映しているのかについて 

・考古学的物証に基づき、浄土庭園の復元的整備を支持ま

たは実証する文化的伝統・哲学（論理）の詳細について 

・浄土庭園が、その文化的文脈において、どのように真実

性の条件に合致するのかについて 

・「平泉」の特殊性ひいては平泉の推薦範囲の顕著な普遍

的価値を証明するために、「京都」「奈良」「鎌倉」の空

間構造がどのように「平泉」と異なるのかについて 
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締約国からは 2008 年 2 月 28 日に補足情報を添えて回答が

あった。その内容は今回の評価報告に含まれている。 

 

イコモスが報告書を承認した日  

2011 年 3 月 10 日 

 

２ 資産 

 

記述 

締約国から提出のあった改定推薦書は資産名を「平泉―浄

土思想を基調とする文化的景観」から「平泉―仏国土（浄

土）を表す建築・庭園及び考古学的遺跡群」と改め、シリ

アルノミネーションの数も、平泉の西側の荘園と平泉にあ

る 2 つの考古学的遺跡を除いたことによって、9 から 6 に減

じている。 

 

平泉は、11 世紀から 12 世紀の日本の北方領域における政治

行政上の拠点であり、日本列島で最大の島である本州島北

東部に位置する。北上川は遺跡を南北に縦断し、主要幹線

道路と鉄道もこれに沿っている。川の東側段丘に位置する

現在の町は、東を束稲山、西を奥羽山脈に連なる起伏に富

んだ丘陵に囲まれた 1 ㎞四方の狭隘な盆地に位置している。

北と南にも支流の衣川と太田川がある。山の斜面上部の大

部分は樫や杉、赤松などが植樹されている。他方で、植栽

された杉の木が、寺院跡や家屋及び河川流域のより開けた

空間を、それぞれ区画している。 

 

 

かつての平泉は 12 世紀に大部分が破壊され、13 世紀と 14

世紀には火災に見舞われた。現在残っているのは寺院数棟

であり、中でも最も重要な寺院が 12 世紀に建立された中尊

寺金色堂である。他の遺跡については、過去 50 年以上の発

掘調査によりその様相が明らかとなってきている。 

 

推薦資産は準都市的な景観全域に散在する 6 つの資産から

構成されている。これらの資産は緩衝地帯により囲まれて

いる。 

現存建造物と発掘された遺跡（いくつかは埋め戻されてい

る）及び復元された庭園の組み合わせは、11 世紀から 12 世

紀に全盛を誇った平泉の権力と影響力の様相を反映してい

るとされる。 

中尊寺大池伽藍跡、毛越寺庭園、観自在王院庭園そして無

量光院跡の 4 つの「浄土庭園」群は発掘により明らかにさ

れている。これら庭園のもつ空間構成は浄土思想を反映し

たものと考えられている。楽園の理想は自然地形と関連し

て入念に配置された建築物によって現世に実現された。 
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4 つの庭園はそれぞれ 12 世紀における浄土庭園の異なる発

展段階を示しており、無量光院跡においてその最も高度に

発展した事例を示しているとされる。 

 

庭園の計画は同一軸線上に沿って配置される 3 つの要素、

背景に置かれた浄土を象徴する山、浄土を物理的に具現化

した仏堂、そして、聖なる池を模倣した仏堂前面の園池に

より特徴付けられる。 

時には、現世と浄土世界とを象徴的に分かつため、河川や

湿地が配されることもある。 

 

 

毛越寺庭園及び観自在王院庭園は樹木と水を伴った庭園と

して修復されている。他の 2 つの庭園は埋蔵されたままで

ある。 

推薦資産は合計 187.0 ヘクタール、緩衝地帯は計 5998.0 ヘ

クタールとなる。 

資産は以下により構成される。 

・中尊寺―寺院と埋蔵庭園跡 

・毛越寺―寺院遺構と復原庭園 

・観自在王院跡―寺院遺構と復原庭園 

・無量光院跡―寺院跡と埋蔵庭園跡 

・金鶏山―聖なる山 

・柳之御所遺跡―政庁の遺跡 

 

 

これらは、順に、 

 

・中尊寺―寺院と埋蔵庭園跡 

12 世紀（第 1 四半期）に奥州藤原氏初代により築かれた最

初の寺院であり、都市の精神的中心であるとともに北の入

り口の統制拠点であった。最盛期には 40 もの仏塔と 300 の

僧坊が存在した。2 つの建物（中尊寺金色堂と中尊寺経蔵の

一部）と 2 つの石塔を除き、大部分の建物は 1337 年の火災

により焼失した。近世初期になって 15 の寺院が再建され、

参道が配された。 

 

1953年以来 69回に亘って実施された発掘調査により大池伽

藍跡と呼ばれる仏堂と園池の遺構が明らになっている。こ

れらは中尊寺供養願文に記される「鎮護国家大伽藍一区」

であると見られている。庭園は現在埋蔵された状態にある

が、礫敷護岸と仏堂の東側に位置する中島とを伴っている。 

 

 

現存する 12 世紀の建築物の中心となるのは中尊寺金色堂で

あり、単層宝形造の屋根を持つ方形の木造建築物で、棟木

に 1124 年と刻銘されている。 

黒漆を塗られた骨組みは金箔及びヤコウガイと紫檀を用い

た象嵌により念入りに装飾され、48 の菩薩像を伴う宝相華

唐草文と組み合わされている。 
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当初は中央壇に阿弥陀仏を備えた浄土教における阿弥陀堂

として建造されたが、後には、金箔で飾られた棺に奥州藤

原氏 4 代のご遺体を納め、これを中央壇に納めた霊廟とな

った。霊廟は平泉が政治・行政上の拠点として発展してい

く過程において、崇拝を起こし魅了するものとして、宗教

という点から重要な役割を担った。 

 

 

 

 

11世紀から 12世紀においてこのように完全に黄金で覆われ

た仏堂の記録は他になく、それ故金色堂は独特のものとな

っている。しかしながら、黄金の下、単層宝形造の方形建

築自体は珍しいものではなかった。 

 

中尊寺金色堂は、現在、保護のためコンクリートの建物に

覆われている。このコンクリート建築物は 1968 年、15 世紀

に保護のため設けられた「鞘堂」、すなわち「金色堂覆堂」

と置き換えられたものである。銅板葺で側面が開かれた構

造を持つこの覆堂は、現在この近くに移築されている。 

隣接する中尊寺経蔵は 1122 年に建造されたものであり、1

階部分は 14 世紀に再建されたものである。屋根は銅板単層

葺で、内部には経典を収めるための棚が設けられている。 

願成就院宝塔及び釈尊院五輪塔は小型の石塔であり、後者

の一側面には 1169 年という日付が刻まれている。また、前

者も同年代のものと考えられている。 

 

・毛越寺―寺院遺構と復原庭園 

この寺は、当初京都東山の御願寺法勝寺と類似する様式で

12 世紀半ばに築かれた寺院であった。 

毛越寺は都市への南側の入口を統制し、かつては中尊寺同

様 40 を超える堂宇、庭園、500 以上の禅坊が存在していた。

寺院の壮麗さは日本国内に並ぶものが無いほどのものとの

名声を得ていた。寺院は全体として南北方向に向いており、

塔山が北側の最背景となっている。毛越寺の区画東辺は、

金鶏山の頂上から南側に向けた軸の延長に対応している。 

 

 

寺院の配置は、法華と薬師を本尊とする信仰が多面的に表

現される点において、極めて独自性の高いものであった。 

13 世紀から 16 世紀の間に、すべての建築物は火災により焼

失した。 

 

それ以降も新たな寺院の建築が続けられた。園池の北東岸

には 18 世紀に再建された小規模な仏堂である常行堂がある。

ここでは 12 世紀、仏国土（浄土）と直接的に関連する宗教

的な儀式や民俗芸能が行われており、今なお続けられてい

る。

114



 

226-R 

 

 

 

 

1930 年から 1990 年にかけて行われた発掘調査により、主要

な建物の基壇や街路、平泉の四方を守る鎮守社の基礎など

が明らかとなり、特に毛越寺庭園と観自在王院庭園の 2 つ

の庭園の配置が明らかとなった（以下参照）。 

毛越寺庭園と観自在王院庭園は植樹と水張りにより庭園と

して復原されている。 

 

毛越寺庭園の中心施設となるのが、大泉が池と呼ばれる池

で、190 メートル×60 メートルの広がりを持つ。1980 年か

ら 1990 年にかけての発掘調査の結果、礫敷護岸が復元され

ている。全体の構成としては中島、州浜、出島、立石、高

さ 4 メートルに及ぶ築山など、多様な要素を含んでいる。

池の北東岸は遣水が流れ込んでいる。長さおよそ 80 メート

ル、幅およそ 1.5 メートルのこの遣水は、考古学をとおし

て明らかになった当時の状態をほぼそのまま留めている遣

水としては、日本国内最長の事例である。それは、1988 年

に修復された。 

自然を尊重し、自然に倣うこの庭園の配置方法は、11 世紀

後半に書かれた庭園作成の技術書「作庭記」の教えに従う

ものである。 

 

・観自在王院跡―寺院遺構と復原庭園 

毛越寺の東では、発掘調査により観自在王院跡とその浄土

庭園との配置が明らかにされている。 

 

境内北半部に中心的な寺院建築である大阿弥陀堂と小阿弥

陀堂の基壇が池を南側に置いて位置している。庭園は中島

を伴う径 100 メートルほどの簡素な大きな池という構成で

あり、池の西岸付近には大きな石が集められ滝となってい

る。北側には 2 棟の阿弥陀堂の基壇とその背景に金鶏山が

そびえる。庭園は復元されている。 

 

 

 

池は舞鶴が池と呼ばれ、その形は作庭記にみる「池は亀か

鶴の形に掘るべし」という記述に一致する。また、池の水

際の白浜の形状、景石の配置、西岸中央部付近の滝石組の

構造も『作庭記』の記述に対応している。 

 

 

 

 

この庭園は当初個人庭園として作られたが、後に寺院に付

設する庭園に作り替えられた。他の庭園のように東を向い

てはいない。 
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・無量光院跡―寺院跡と埋蔵庭園跡 

12 世紀後半に奥州藤原氏の第三代領主により築かれた寺院

の遺跡であり、13 世紀半ばに焼失している。遺跡全体は矩

形をなし、その一部は土塁と堀で守られていた。その内側

は池と 2 つの中島を伴った最高に発展した浄土庭園であっ

た。 

 

現在、寺院と庭園の遺跡は水田に覆われている。 

 

・金鶏山―聖なる山 

高さ 100 メートルほどのこの小さな山は、毛越寺の真北、

無量光院の西に位置しており、都市の発展における主要な

基準点であった。奥州藤原氏は山頂に経典を埋めたと伝え

られており、そうした経典を埋めた塚が 9 つ確認されてい

る。 

 

・柳之御所遺跡―政庁の遺跡 

柳之御所遺跡は、11 世紀の終わりから 12 世紀のはじめにか

けて築かれた奥州藤原氏の居館の考古学的遺跡である。70

回に及ぶ調査は、この遺跡が平泉の政治・行政上の拠点で

あることを伺わせている。遺跡の一部は周囲を堀で囲まれ、

堀の内部では 12 世紀の道路状遺構や、塀、柱穴や池の遺構

が見つかっている。堀外部地区には、西の中尊寺金色堂に

通じる道路遺構が、両側に家臣の住居遺構を伴って存在し

ている。 

 

すべての発掘物は地下に保護されている。池は保護のため

の盛土の上に元の池と同じ形に復元されている。提出され

ている全体整備計画が、向こう 7 年間のうちに実施される

としている。 

現在、新しいバイパス道路や橋、その他様々な開発計画が

資産の近傍で実施されている（以下を参照）。 

浄土庭園の空間構成は仏教の浄土思想を反映したものであ

る。 

仏教はインドで生まれ、中国、朝鮮を経由して 6 世紀半ば

に日本に伝来した。伝来した仏教は、とりわけ、天台宗の

中に明確に示されている自然及び祖先信仰とに関連した日

本古来の神道思想と融合していった。浄土思想は 8 世紀に

日本に広がり、12 世紀にはひとつの分派を形成した。浄土

は、死後に往生を願う阿弥陀の浄土と、現世における心の

平穏とであった。特に、阿弥陀如来の西方極楽浄土への信

仰は、周囲の環境と調和してつくられた景観が浄土を映し

ているという概念と結びつき、当時の首都である京都のみ

ならず日本全国に急速に広がっていった。 
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今日、浄土は禅とともに中国、朝鮮、日本、台湾そしてベ

トナムにおける仏教の多数派を占める。 

 

日本の建築史において、11 世紀から 12 世紀という時期は日

本中に阿弥陀堂が数多く建立されたことに特徴づけられる

が、これは、阿弥陀堂の建立が極楽浄土に往生するための

「作善」と捉えられていたことによる。平泉においては、

中尊寺金色堂がとりわけ精巧な特質の阿弥陀堂である。 

 

庭園も同様に発展を遂げ、とりわけ、浄土思想と、自然に

存在する岩や樹木、山を大切にする神道とが融合した思想

を反映していると考えられている。浄土庭園の池が持つ、

曲線的で、岩の多い汀線は、インドや、経典あるいは中国

の莫高窟の壁画に描かれている整然とした方形の池とは対

照をなしている。 

 

平泉では、3 つの主な寺院と庭園が都市の要所に立地し、聖

なる山である金鶏山と政庁である柳之御所との間に、位置

や方向に特別な意味を持たせた軸線上の関係により結ばれ

ていた。 

 

庭園と浄土思想とが結びついていたことを証明する同時代

の文書は存在しないと見られる。むしろ、庭園の意匠や配

置は、西方極楽浄土が描写された 11 世紀から 12 世紀の平

泉の経典の中で描かれている図像を写していると考えられ

る。 

 

平泉の寺院や庭園は日本の他の地域で建立された寺院や庭

園の原型ともなり、それは鎌倉の永福寺（1189-1405）、白

水の願成就院（1160 年建立、現存、福島県いわき市）など

に見ることができる。 

 

歴史と発展 

奥州藤原氏の創始者清衡は 12 世紀初め、自らの居館を平泉

に移し、仏教に基づく国づくりを始めた。都市の遺構は自

然と調和した建築思想を反映しており、他方、庭園は、平

野の周囲にある基準となる山々や水の統制、建物、山頂と

具体的な関連を持たせていた。 

 

 

 

都市はおよそ 100 年にわたり発展を遂げたが、繁栄の源泉

は産金により蓄積された富であった。南北東西に碁盤目状

の街路が配置された。河川には港が設けられ、都市の四方

には鎮守社が建立された。中央には行政府、主要な寺院と

住居とが東西軸に沿って配され、さらにその東の延長線上

には桜の植樹によって価値が高められた束稲山が背景とな

った。これはおそらく京都の貴族達の影響を受けたものと

考えられる。この「精神軸」は浄土思想に基づくものと言

われている。 
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1189 年、都市は鎌倉幕府によって破壊され、建物は火を放

たれ、平泉の政治・経済上の役割は終焉を迎えた。しかし

ながら、破壊を免れた寺院群は崇拝され保護された。奥州

藤原氏が没して 100 年の後には、鎌倉幕府が藤原氏の魂の

追悼のために中尊寺金色堂に覆堂を建立した。残されたこ

うした寺院のほとんども、13 世紀から 14 世紀の火災により

焼失した。14 世紀の終わりには、12 世紀の建築物は 2 棟を

残すのみであったが、それが中尊寺金色堂と中尊寺経蔵の

一部であり、それらは今なお現存している。 

 

 

14 世紀から 16 世紀には、南北朝時代及び室町幕府の到来に

よって、寺院は葛西氏のような封建領主の庇護を受けると

ともに、その頃までに多数となっていた巡礼者の寄進によ

って維持されてきた。 

 

 

1603 年、江戸（現在の東京）に江戸幕府が成立してから 1869

年にいたるまでは、平泉は仙台藩の支配下に置かれた。1689

年には寺院の礎石の持ち去りを禁止する旨が藩主から出さ

れ、考古学的遺跡の保護に資するため、その周囲に杉が植

樹された。1876 年明治天皇の行幸に続いて、中尊寺と毛越

寺の保存事業が開始されることとなった。 

 

 

そのような平泉のめざましい繁栄と顕著な富とともに、そ

の急速で劇的な没落は、多くの詩歌を喚起する素材となっ

た。1689 年には、おそらく最も有名な俳人である松尾芭蕉

により、「三代の栄耀一睡の中にして…」と書き残されて

いる。 

 

今日、平泉の中心部は、今なお多くの観光客や参拝者を惹

きつけている。 

 

３ 顕著な普遍的価値、完全性、真実性 

 

 

比較分析 

32COM8B.24 の 2.a で締約国が求められ、提出された改定比

較分析は、アジア・太平洋地域における世界遺産リスト又

は暫定リスト登載資産のうち、以下の事項に関係するもの

について、行われている。 

１） 仏教資産のうち、構成資産に阿弥陀堂建築を含むも

の。 

２） 仏教資産のうち、構成資産に仏国土（浄土）を表現

することを目的とした庭園を含むもの。 
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資産は、すでに日本で記載された資産と比較されている。

法隆寺地域の仏教建造物（1993、ⅰ、ⅱ、ⅳ）、古都京都

の文化財（1994、ⅱ、ⅳ）、古都奈良の文化財（1998、ⅱ、

ⅲ、ⅳ）、日光の社寺（1999、ⅰ、ⅳ、ⅵ）、紀伊山地の

霊場と参詣道（2004、ⅱ、ⅲ、ⅳ、ⅵ）、さらに、3 件の暫

定リスト記載資産と比較されている。これらの分析結果か

ら、平泉の価値は法隆寺地域に見られるいくらかの共通性

を除いて、同様の価値や属性の組み合わせを持った資産は

世界遺産リストに記載されておらず、暫定リストにもそう

した資産はないことが明らかになったものとイコモスは考

える。 

 

資産はさらに、暫定リストに登載されていない国内の対象

とも比較されている。資産は浄土教を反映した建築物と庭

園双方の組み合わせについてのものであるが、この比較は

最初に建築物について、次いで庭園について行われている。

このうち最も関連する比較は願成寺、浄瑠璃寺、円成寺の

浄土庭園とのものである。これらの資産と平泉との違いは、

空間構成に組み込まれた山への方位の取り方と、毛越寺や

観自在王院に見られるような 11 世紀の作庭技術書「作庭記」

の教えに細部で照合できる事例ではないという事実である。

しかしながら、ここで述べられている庭園は復原というよ

りは現在まで存続しているものであり、平泉の庭園は作庭

記と直接的というよりもその様式の共通性という点からの

み結びついていると言わざるを得ない。 

また、比較分析は国外の世界遺産・暫定リスト記載遺産 28

件をも対象としている。タージマハル、プレアビヒア、ラ

サなど、それらのうちのいくつかは、庭園を持たないかも

しくは仏教に関連しないという点で、関係性を持たない。

最も密接に関連する比較対象は韓国の仏国寺である。韓国

の景福宮についても記述されているが、本資産は朝鮮王朝

の王宮に付設する庭園であり、仏教との関わりは一切無い

にも関わらず、仏教と関連すると誤って述べられている。 

全体として比較分析は、平泉が浄土庭園の典型であり、浄

土庭園が―他の残存事例にあるように北向きではなく―西

向きの庭園の事例で、かつ、阿弥陀仏を安置する仏堂に関

係する今に残る唯一の事例であることを示すものであるこ

とは認められる（ただし、この典型として当てはまるのは

平泉の庭園でも一例のみである。）。 

イコモスは、理想世界を表現しようとする理念が込められ

た浄土庭園は他にも存在するものと考える。しかしながら、

平泉の浄土庭園の際立った特徴は、その政治権力や富と密

接に関わり、一群の４つの庭園が考古学的遺跡として残存

し、うち一つが著名な寺院である阿弥陀仏を伴う中尊寺に

付随し、他の３つの庭園が、金鶏山と軸線上の関係性を持

つことである、とイコモスは考える。 
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比較分析の結果、4 つの浄土庭園と金鶏山の選択の妥当性が

証明されているが、行政府である柳之御所遺跡については、

浄土庭園に関する属性という点において関連性が証明され

ていない。 

 

イコモスは、以上の比較分析が、この資産について世界遺

産リストへ記載されることについての妥当性を証明してい

ると考える。 

顕著な普遍的価値の証明 

推薦資産は、締約国により、以下の理由から文化遺産とし

て顕著な普遍的価値を持つとされている。 

 

・平泉は、仏教における浄土思想に基づき奥州藤原氏によ

り形成された、12 世紀の日本の北方領域における政治行政

上の拠点である。 

・精神的基盤をなす寺院と、政治・行政上の拠点の中核を

なす政庁（居館）とは、宗教を核とした地方統治の独特の

型を示すものである。 

・主要な政治行政上の施設の遺構は地下に完全な状態で保

存されており、他方で、今に残る寺院建築と庭園は、それ

自体が浄土の世界を現出する空間構成を持つ顕著な作品で

あることを示している。 

 

・寺院と庭園は、日本古来の理念、様式、技術が、仏教と

ともに採用された寺院造営の概念、様式、技術と融合し、

独特の寺院造営の概念、意匠、技術へと昇華したこと、及

び、自然景観や地形と調和した浄土庭園の造営が、仏国土

（浄土）の空間的表象となったことの過程を示している。 

 

・平泉の寺院、庭園及び考古学的遺跡群は、仏教と浄土思

想の伝播と普及に伴う人類の価値観の交流を示すものであ

り、それらは、寺院建築や庭園に決定的な影響を与えた。

地上に現存しているもののみならず、考古学的遺跡も、建

築と庭園の意匠・技術という分野における人類の歴史の重

要な段階を表す顕著な事例である。 

 

 

・宗教的儀礼や儀式も浄土思想の神髄と共に今日まで受け

継がれている。 

 

 

 

 

イコモスは 4 つの浄土庭園が、庭園と水と周囲の景観との

関連性に関して、仏教と日本に土着の概念との融合を強く

証明していると考える。同時に、イコモスはこれらの庭園

のみがこの種の融合を示すものではないとも考える。  
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比較分析により証明されたように、現存する素晴らしい寺

院を伴った庭園１つと、金鶏山に位置をあわせた他の 3 つ

の庭園とによる平泉の 4 つの庭園は、それをひとつの群と

して考えるのならば顕著な事例と捉えうるものであり、総

じて 12 世紀における権力の中枢としての平泉を特徴づける、

その富を反映したものである。平泉は他の都市にも影響を

与え、中でも鎌倉には中尊寺に基づく寺院が存在した。 

また、イコモスは、結果として生じる設計概念と庭園意匠

が日本に独特であり、他の都市における庭園や寺院に影響

を与えた、特に、鎌倉の寺院のうちのひとつが、中尊寺に

範をとっていたことを認める。 

しかしながら、イコモスは、行政拠点である柳之御所遺跡

について、顕著な普遍的価値の属性として認めることはで

きない。 

 

完全性と真実性 

 

完全性 

推薦範囲である中尊寺、毛越寺、観自在王院跡、無量光院

跡、金鶏山、そして、柳之御所遺跡には、すべての建築、

構造物、考古学的遺跡と修復された庭園が含まれている。 

当初の推薦では、平泉の配置全体もまた浄土思想の影響を

受けているとされていた。改定推薦書ではこうした全体と

しての結びつきは強調されておらず、個別の寺院群及び金

鶏山と浄土思想との結びつきが強調されている。 

中尊寺、毛越寺、観自在王院跡及び金鶏山は視覚的関連を

完全に保持しているものの、無量光院跡では、20 以上の家

屋、電柱や他の工作物が、遺跡を横切る坂下線の東側に沿

って存在しており、他方、柳之御所遺跡の西側では、40 以

上の家屋が遺跡の視覚的完全性に負の影響を与えている。 

観自在王院跡と無量光院、柳之御所遺跡、金鶏山の間の視

覚的関連に関しては、柳之御所遺跡以外の 2 つ資産観自在

王院跡・無量光院と金鶏山との間にある視覚的関連が損傷

を受けていないのに対し、柳之御所遺跡と金鶏山との間で

は電柱や鉄塔が視覚的完全性に負の影響を与えている。中

尊寺と毛越寺におけるそれぞれの周囲の山々や森林との視

覚的関連性についてもまた、損傷を受けていない。 

 

より狭義の意味合いにおける個別資産（柳之御所遺跡を除

く）と金鶏山との結びつきは、都市を横断する遺跡間の結

びつきの在り方が浄土思想と関連した空間的、視覚的関連

を反映しているというよりも、むしろ、浄土思想の理念を

反映したものである。
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それゆえ、寺院群と金鶏山との視覚的結びつきの範囲は推

薦資産の範囲外に及んでいるものの、イコモスは資産の完

全性は満足されていると考える。 

個別の遺跡への脅威は今のところ存在しない。 

真実性 

推薦資産は発掘された遺跡、現存する建物、復原された庭

園を包含する。これらを個別に検討する。 

 

発掘された遺跡の真実性は、揺るぎがない。庭園群のうち 2

つは復原されたものであり、復原作業は建築及び植物に関

する物証の厳密な分析により実証されてきている。 

 

現存する構造物のうち、主たる建築である中尊寺金色堂は

顕著な遺存物であり、材料・構造の真実性を保証する卓越

した技術により保全されてきた。しかしながら、現在、平

泉に特徴的な技術とほとんど関係の無い構造を持つコンク

リート製の覆屋で覆われてしまっている。中尊寺金色堂で

13 世紀に覆屋が設けられ、16 世紀に修復、再建されたよう

に、貴重な建築物を覆屋で守る伝統がある。1968 年に設け

られたコンクリートの覆屋は、元々の構造物の良好な保護

を実現しはしたが、反面、寺院とその周囲との間との関連

性を切り離し、それを単なる博物館展示物のひとつとして

しまうものである。そのため、その景観の観点において寺

院が有する真実性は、一定程度損なわれてしまっている。 

 

地下に遺跡が埋蔵された地域にも家屋がいくつか残ってお

り、資産の景観に負の影響を及ぼしている。例えば、無量

光院や柳之御所遺跡では、家屋、道路、電柱が存在する。 

新たに建設された国道が柳之御所遺跡の景観と周辺環境と

に及ぼす負の影響を軽減するため、道路と遺跡の間には保

護土塁（盛土）が築かれている。 

 

真実性は、資産の価値伝達能力に関係する。4 つの寺院群（柳

之御所遺跡を除く）の場合について言えば、浄土思想の深

遠なる理想との関連性を想起させて伝達できることが不可

欠である。真実性の保持は、現存する建物や建築物の遺構

のみを保護する以上のことを意味している。 

イコモスは、建物と考古学的遺跡、あるいは再建された遺

跡については、真実性が充足されていると考えるが、浄土

思想に関連する空間的な完全性が資産の範囲を越えている

こと、そして、視覚的繋がりが幾分妥協的であることから、

空間的な完全性は総体としてやや限定的である。様々な家

屋や他の構造物が、無量光院と柳之御所遺跡の価値伝達能

力に影響を及ぼしている。 
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イコモスは、完全性及び真実性の条件を満たすものと考え

るが、一方で、様々な構造物は、資産がその価値を十分に

伝える能力に負の影響を与えていると考える。 

 

提案されている評価基準 

資産は評価基準の(ⅱ)、(ⅳ)、(ⅵ)に基づいて推薦されて

いる。 

評価基準(ⅱ)：建築、科学技術、記念碑、都市計画、景観設

計の発展に重要な影響を与えたある期間にわたる価値観の

交流またはある文化圏内での価値観の交流を表すものであ

る。 

この評価基準は締約国により、平泉の寺院、浄土庭園、考

古学的遺跡群の集合体が現世における理想の仏国土（浄土）

を空間的に表現しようとした顕著な事例である、との理由

から、適用されている。これらの資産は仏教、とりわけ、6

世紀に中国や朝鮮半島から日本に伝来した仏教が、日本土

着の自然崇拝思想と融合しつつ、独特の日本的特質を有す

るに至った仏教の道を反映したものである。また、これら

の資産は、中国や朝鮮半島の作庭意匠の理念が、水辺近く

の聖なる場所と結びついて発展した日本土着の理念・様

式・技術と融合したことを示すものでもある。こうした融

合は平泉で行われた後、日本全土に広がっていった。した

がって、推薦資産は、建築及び庭園の理念、意匠、技術に

関して、東アジアにおける人類の重要な価値観の交流を示

している。 

 

イコモスは、寺院群と浄土庭園の配置は、仏教と共にアジ

アからもたらされた作庭の概念が、日本独特の自然崇拝で

ある神道に基づきどのように進化を遂げ、結果的にそれが

日本に独特の計画の概念及び庭園の意匠設計の概念へとど

のように発展を遂げたのかを顕著に明示している。平泉の

庭園と仏堂は、その他の都市の庭園・仏堂にも影響を与え、

特に鎌倉には中尊寺を基づく仏堂の一つが存在した。 

 

しかしながら、イコモスは、考古学的遺跡である柳之御所

遺跡が、正当性についてどのように寄与しているのかが説

明されていないと考える。 

 

イコモスは、浄土庭園を伴う寺院群について言えば、この

評価基準は適用されるものと考えるが、他方で、行政府で

ある柳之御所遺跡には適用されないものと考える。  
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評価基準(ⅳ)：歴史上の重要な段階を物語る建築物、その集

合体、科学技術の集合体、あるいは景観を代表する顕著な

見本である。 

 

この評価基準は締約国により、12 世紀の日本は浄土思想に

基づき、仏国土（浄土）を現世に実現できると考えられた

と信じられていた独特の時代であったこと、を理由として

適用されている。この目標の達成のため、寺院と庭園とを

一体化させた多数の芸術作品群が生み出された。平泉の寺

院群と庭園群の複合体は、現世に仏国土（浄土）を象徴的

に明示するものとして意匠された卓越した芸術作品である。

それらの考古学的遺跡群及びその関連する工作物と併せ、

これらの資産は、12 世紀の日本における、世界で他に例を

見ない顕著な建築と庭園意匠の事例を提供しており、これ

らの規範における重要な展開を示すものである。したがっ

て、推薦資産は建築と庭園の意匠の類型において、人類の

歴史における重要な段階を説明する顕著な事例である。 

 

イコモスは、平泉の寺院に伴う一群の浄土庭園は現世に浄

土を表現しようとする思想を強く反映したものであると考

えるが、しかし、同時代の朝鮮（半島）においても普及し

ていたものであるとも考える。日本の浄土庭園が顕著であ

る点は、仏教がどのように在地の伝統と融合していったの

か、そのあり方を示している点にあるものであり、人類の

歴史における重要な段階として考えられるものではないも

のと考える。 

イコモスはこの評価基準は証明されていないと考える。 

評価基準(ⅵ)：顕著な普遍的意義を有する出来事（行事）、

生きた伝統、思想、信仰、芸術作品、あるいは文学的作品

と直接または実質的関連がある（この評価基準は他の評価

基準と併せて用いられることが望ましい）。 

この評価基準は締約国により、平泉の建設における最も重

要な過程のひとつは、日本の仏教が日本の土着の自然崇拝

思想との融合により、独特の展開を遂げた点である、とい

う理由から適用されている。 

このことは、阿弥陀如来の西方極楽浄土の信仰を中心とし

た日本の浄土思想の出現についてとくに当てはまるもので

あり、その背景には、釈迦の入滅後、一定の時間が経過し

て仏法が衰えるとされる末法の到来が差し迫っているとい

う信仰の広がりがあった。この展開は、12 世紀における日

本人の死生観の形成に大きな役割を果たした。これらはま

た、世界でも他に例の見られない仏国土（浄土）を空間的

に表現した寺院や庭園の理念や様式、形態に直接的に反映

され、かつ、現在も宗教儀式や民俗芸能という資産の無形

の要素の中に確実に受け継がれている。したがって、平泉

の寺院や浄土庭園、考古学的遺跡群と実質的に関連する宗

教的、哲学的、そしてその他の伝統は、顕著な普遍的意義

を有していると言える。 
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イコモスは、浄土庭園は仏教と日本の自然崇拝との特有な

融合があったことを明確に反映しているものと考える。し

かしながら、この評価基準の適用のためには、庭園が、顕

著で普遍的な意義を持つ信仰を反映したものであるとみな

しうることが必要である。そのため、東南アジアにおける

仏教の拡散の部分としてみなしうることが必要であり、そ

れゆえ、単に日本のみならずより広い範囲で重要性をもつ

信仰、すなわち、「浄土思想」を反映しているとみなしう

ることが求められる。 

イコモスはこの評価基準は証明されていると考える。 

イコモスはシリアルによる推薦には正当性があると考える

が、柳之御所遺跡を除外するために構成資産の選択を減ら

すべきものと考える。 

イコモスは、柳之御所遺跡を除外した場合、本資産は評価

基準(ⅱ)・(ⅵ)及び真実性・完全性の条件を満し、顕著な

普遍的価値が証明されると考える。  

 

属性についての記述 

顕著な普遍的価値の属性は、地上にあるか又は考古学的遺

跡である寺院、浄土庭園、金鶏山、3 つの庭園と金鶏山との

視覚的関連、そして、それらに浄土思想の深遠な理念との

関連を想起させる浄土庭園を取り巻く周辺の環境に存在す

るものである。 

 

 

４ 資産に影響を与える要因 

開発圧力 

主要な遺跡は平泉の市街地の中にあり、幹線道路及び鉄道

が通過している。 

以下の道路事業の提案が推薦書において言及されている。 

 

・無量光院跡を通過している県道「平泉停車場－中尊寺線」

の道路改良が計画されている。詳細は提示されていないが、

事業は推薦された構成資産の一部を整備する目的である。 

・中尊寺境内の東端に沿う国道４号線及び町道坂下線の交

差点改良事業がある。詳細は提示されていないが、中尊寺

導入部の視覚的完全性を十分に考慮することとしている。 

・緩衝地帯において町道柳之御所線（仮称）及び一般国道

４号平泉パイパスの拡幅、東北自動車道と既存道路を結ぶ

道路の建設、主要地方道花巻－衣川線の一部及び町道中学

校線の一部の新設が計画されている。 
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全体として、これらの工事に伴う設計は、これらの道路の

設計と構造が周囲の景観と調和されるようにすると述べら

れている。 

他の開発の様相は、幾つかの資産間の視覚的関連に影響を

与えるより小さな障害である電柱や鉄塔、及び寺院群に近

接する住居群に関係する。観自在王院跡の中にある２軒の

住宅の移設計画が存在し、無量光院跡及び柳之御所遺跡内

には、いくつかの住宅、電線及び鉄塔が占有するが、いず

れも移設されるものと理解される。将来的な管理計画によ

れば、資産の価値に負の影響を与える建築物（構造物）に

ついては移設されることとなっている。 

 

イコモスは分離している遺跡群、とりわけ庭園と金鶏山と

の間の視覚的関連が尊重されることを確実にする必要があ

ると考える。 

 

大規模広告看板は、遺跡の周辺環境に負の影響を与える。

これらが移動することの約束はあるが、その時期について

は未定である。 

 

観光圧力 

遺跡内の来訪者は様々な程度の管理上の制約を受けるが、

緩衝地帯における地方官庁を含めて全体的な管理戦略が存

在しない。平泉は現在、年間約 100 万人の来訪者があり、

これが増加することは、よほど強い方法を取らない限り、

資産に負の影響を与える。イコモスは、さまざま場所の受

容力を定義するための調査を行い、受容力に応じた受入れ

のための来訪者管理戦略が策定され適用されることが必要

であると考える。 

 

環境への圧力 

酸性雨のような差し迫った環境脅威は存在しないが、交通

が資産に与えうる排気ガスあるいは騒音の影響については、

その低減を確実にすることが必要である。 

 

自然災害  

資産に影響を与える自然災害としては、台風、大雨、地震、

洪水及び火災がありうる。建造物の防火対策としては、自

動火災報知設備、ドレンチャー、消火栓及び放水銃があり、

自主防火組織が整備されている。その他の脅威に対しては

迅速な対応の準備が整えられている。 
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気候変動の影響 

気候変動により洪水被害がもたらされる可能性がある。洪

水を防ぐ手段として堤防の強化が行われている。 

 

イコモスは、資産への主要な脅威は都市開発、とりわけ社

会基盤の開発であると考える。現在計画されている道路事

業は資産に影響を与えるだろう、そして、すべての事業は、

資産と金鶏山の間の視覚的結びつき及び周辺環境を含めて

顕著な普遍的価値の属性への潜在的な影響について考慮す

るために、遺産への影響評価を十分に実施した後に着手さ

れることを確実にする必要がある。 

 

 

 

 

５ 保護・保存及び管理 

 

 

推薦資産及び緩衝地帯の境界 

 

推薦資産の顕著な普遍的価値の証明の部分が、寺院群とそ

れらの浄土庭園及び金鶏山との関連に関係することから、

イコモスは、寺院と山（金鶏山）との空間的結びつきを推

薦資産の境界域に含めることが論理的であっただろうと考

える。推薦されたものは個別の遺跡であり山（金鶏山）と

の結びつきではない。 

 

 

広大な緩衝地帯が６つの構成資産を取り囲んでいる。資産

全体は、東西を山に挟まれた北上川流域の中に位置し、緩

衝地帯の境界は、東西の山並みの稜線に沿っている。北側

の境界は遺跡から約５km 離れており、南側の境界は資産範

囲から３km ほど離れている。緩衝地帯は資産の視覚的背景

を覆っており、従って、寺院・庭園と金鶏山との視覚的関

連と個々の遺跡の周辺環境に関して、緩衝地帯内における

視覚的完全性を保護するための適切な統制が非常に重要で

ある。 

 

 

平泉町景観計画の中では、緩衝地帯は歴史景観地区、風土

景観地区及び一般景観地区の３つの種類により構成され、

これらの地域内では建築物の高さは各々10m、13m、15m に制

限される。イコモスは、個々の遺跡間における強い視覚的

関連に関して、高さ制限を確実にすることが必要であると

考える。 

 

 

もし柳之御所遺跡が資産から除外されるのであれば、その

遺跡は緩衝地帯に含まれるべきである。 
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イコモスは、個々の遺跡の境界はほぼ適切であり、緩衝地

帯は全体の視覚的背景の保護に寄与している。しかし、構

成資産間の視覚的関連において、この保護がさらに強化さ

れることは必須であると考える。  

 

所有関係 

推薦資産は、国、地方自治体、宗教法人、個人所有者など

多岐にわたり所有されている。 

 

保護 

 

法的保護 

推薦資産及び緩衝地帯は史跡、特別史跡、名勝、特別名勝

指定地の範囲として良好に保護されている。これらは、古

社寺保存法、史蹟名勝天然紀念物保存法（1919 年）、国宝

保存法（1929 年）などの前身法が組み込まれた 1950 年の文

化財保護法の下で保護されている。最初の推薦以来、金鶏

山、無量光院跡、柳之御所遺跡の３つについては更なる保

護（追加指定）が図られている。 

 

 

 

 

概ね、寺院及び建築物は記念物として、また庭園及び考古

学的遺跡は遺跡として保護されている。 

 

緩衝地帯は、その範囲の価値を保護し開発を制限する景観

地区として指定され保護されている。推薦資産内における

中尊寺内の 134 人が居住する住居及びその他地域における

それ以下の居住者数の住居は保護されていない。 

 

 

伝統による保護 

中尊寺及び毛越寺の日常保存管理は、宗教法人の責任にお

いて平泉町の援助の下に行われている。日本の浄土思想を

表現する宗教儀式、民俗芸能及びその他の無形の遺産もま

た、伝統による宗教組織によって保護され受け継がれてい

る。 

 

保護の方法の実効性 

資産は最高水準の法的保護の下にある。 

 

関連条項によれば、資産内において講じられる保護措置に

より、推薦資産の価値は、開発からの負の影響を受けるこ

とのないように保証されている。 

 

緩衝地帯における建築制限の方法は、比較的良好な効果を

達成している。景観計画にしたがって、景観に影響する大

きな広告看板が３年以内に適正化される。 
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現在、所有者とこれらの看板についての交渉が行われてい

る。 

 

緩衝地帯における建築許可については、行政によって管理

されている。その管理体制により、資産の価値に負の影響

が及ばないことが保証されているとしている。 

 

 

現在の法及び伝統的保護の方法についてはすべて強制力を

伴うものである。 

イコモスは、現地における法的保護は構造物の保護のため

には適正であると考える。しかし、都市の中で遺跡が散り

散りになっているために生じている眺望やその周辺景観に

ついては、保護する困難さがある。そのため、たとえ構成

資産が観想のオアシスとなるとしても、（構成資産と）景

観との関係性を意味のあるものとして明示する能力を持つ

ことを確実にすることが重要である。  

保存整備 

目録、記録、調査 

推薦地域は全て驚くほどに調査されている。主要な寺院及

び庭園地域は、過去 70 年以上にわたり合計 198 回の発掘調

査が行われている。 

保存整備の現状 

改定推薦書においては、現存建造物の保護の詳細について、

その歴史とどのような手立てが講じられたかについて詳細

に示されている。これには幾つかの建造物についての解体

修理と再建も含んでいる。全ての作業は綿密に記録され、

熟練職人によって実施された。 

２つの浄土庭園の修復についての研究と形状の復元方法に

ついて与えられた証拠は、この作業が並外れた完璧さをも

って実施されたことを示している。 

 

イコモスは、全ての寺院及び考古学的遺跡の保存整備状態

は良好であると考える。 

現在行われている保存整備手法 

主要な寺院、庭園及び考古学的遺跡は、国あるいは地方機

関によって保存整備及び保護がなされており、すべて良好

な管理状況下にある。 

２つの埋蔵されている庭園についての整備・修復計画の提

案が存在する。保存管理計画によれば、大池伽藍跡の整備

と修復は 2012 年に始まり、無量光院跡の池は 2013 年に始

まり 2016 年に完了する予定である。これらの事業の詳細に

ついては提示されていない。しかしながら、推薦書には、

復元寺院を含む１つの庭園についての図像が含まれている。 
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イコモスは、将来的な再発掘調査及び再復元のための計画

案については、修復のための戦略、その計画案が基づいて

いる証拠、修復哲学が必要であり、「作業指針」第 172 項

に基づいて、イコモスによる評価及び世界遺産委員会にお

ける判断のため、世界遺産センターに提出することが必要

であると考える。 

 

イコモスは、また、全ての埋蔵された考古学的資源が、鉱

物及び植物証拠の保護を確実にするため、積極的に保護さ

れることを確実にする必要性を強調する。 

 

イコモスは保存整備については適正と考えるが、将来的な

修復の提案については、「作業指針」第 172 項にあるよう

に、イコモスによる評価及び世界遺産委員会における判断

のため世界遺産センターに提出されなければならないと考

える。 

 

管理 

 

伝統による管理手順を含めた管理構造及び手順 

 

岩手県及び関係市町は、国、県、関係市町、民間団体等が

資産およびその周辺において計画される事業等について連

携・調整を図るため「岩手県世界遺産保存活用推進協議会」

を立ち上げている。これが資産全体の管理の枠組みとなっ

ている。 

 

 

 

大学研究者及び日本イコモス国内委員が協議会に対して助

言するための「平泉遺跡群調査整備指導委員会」が設置さ

れている。これは国内の大学及びイコモス会員の研究者及

び専門家により構成され、推進協議会に対し学術的な観点

からの助言を行っている。 

 

 

 

県、市、町の特別な委員会もまた存在し、それぞれの委員

会に対し文化財保護の観点から助言を行っている。 

 

 

基本的枠組み：来訪者管理及び紹介解説を含む管理計画と

対応 

 

2006 年に岩手県は、国宝、重要文化財、史跡、特別史跡、

名勝、又は特別名勝として指定される推薦資産の構成要素

についての包括的保存管理計画を、文化庁、史跡等の管理

団体である関係市町及び所有者との調整のもとに策定した。 
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平泉－仏国土（浄土）を表す建築・庭園及び考古学的遺跡

群の包括的保存管理計画は、2007 年 1 月に策定・実行され、

そして 2010 年 1 月に改定された。監視指標については改善

されており、したがって、決議 32 COM 8B.24 の指摘 3 によ

る要求どおりに、より実効性のある計画となっている。 

 

 

来訪者用施設及び情報板はいくつか設置されているが、来

訪者のための遺跡の解説方法は改善の余地があり、対処さ

れることとなっている。 

 

危機管理 

基本的な脅威は火事、台風、洪水及び地震である。防火対

策として、火災検知器及びスプリンクラーが建物内に導入

されており、自主消防団が組織されている。排水設備及び

避雷設備が導入されており、森林保全は大雨や地震の影響

を最小限の区域に限定することを目標としている。 

 

 

地域住民とのかかわり 

地域住民及び多くの地域団体は推薦の準備段階から深く関

わっている。 

 

地方行政機関は、資産の所在する場所で地域の団体と協定

し、地域住民に対し定期的あるいは不定期に推薦資産のパ

トロールを要請し、資産の保護、管理、解説に関する指示

や意見を提出させている。学校や資産内の地域組織は、自

発的に日常的な維持管理に関与している。 

 

 

職員の資質向上を含む専門的知識及び研修  

全ての指定記念物について、政府は小規模修理や特別な場

合を除いて 50-80％の補助金を交付している。地方機関によ

って実施される発掘調査もまた 50％を上限に補助される。

調査と同様に、文化的景観における修理や「視覚的調和」

事業についても 50％までの国庫補助がある。国庫補助に加

え、岩手県が更に残りの費用の 50％以内の額を補助してい

る。また、岩手県においては、県内の事業者から集めて、

史跡保護のための基金を設立している。 
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岩手県教育委員会は文化財と世界遺産の担当組織を設け、

11 名の職員を従事させている。平泉町教育委員会は世界遺

産推進室を設置し、４名の専任職員が構成資産の保存管理

にあたっている。加えて、平泉文化遺産センターには５名

の職員が配置され、遺跡の考古学的発掘調査を実施してい

る。これらの組織体制は今後さらに充実することとしてい

る。 

 

イコモスは管理体制については適切であると考える。 

 

６ 経過観察 

視覚的完全性、構成資産間の連携、建築・庭園及び考古学

的遺跡群の保護、及び緩衝地帯の保護のため、４つの主要

な指標が設定されている。これは決議 32 COM 8B.24.の指摘

３による要請に応えたものである。これらの実施に対する

責任体制は明確に提示されている。 

 

 

イコモスは設定された指標と経過観察のための方法につい

ては適正であると考える。 

 

７ 結論 

浄土思想と、発掘調査によって多くの詳細が明らかになっ

た平泉の４つの寺院群及び聖なる山である金鶏山との関係

を考慮した改定推薦書は、なぜこの総体が、浄土思想の理

想の手段の一典型として見なしうる十分な事例であるかに

ついて明白に示している。その総体は、韓国（朝鮮）から

伝播した仏国土（浄土）と日本の自然崇拝と庭園意匠の伝

統との融合を示している。そして、唯一の現存寺院（建造

物）である非常に華美な黄金装飾が施された中尊寺は、奥

州藤原氏の財力と、彼らの仏国土（浄土）への信奉と、こ

れが短命の都市であった平泉の政治権力と結びついたかに

ついての強い言明を形成している。 

 

 

 

この命題に寄与しない推薦書中の一つの構成資産は、政庁

の遺跡である柳之御所遺跡である。この遺跡は、平泉にお

ける仏国土（浄土）の理解、又は、その発展と導入への貢

献についての属性を有していない。イコモスは、この遺跡

がシリアルノミネーションのひとつであるべきではないと

考える。 

 

４つの寺院群の遺跡と金鶏山は、現代的都市である平泉に

取り込まれ、特にも道路と鉄道網が交錯している。 
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これらの総体が理想世界の実現をめざしたもので、それら

が観想を招来するとした場合に、それらの場所が可能な限

り都市内のオアシスとして保たれるよう、騒音と迂回路か

ら守られることが重要である。現在は、電線・鉄塔・家屋

群という視覚的障害、また、道路開発からの潜在的脅威が

存在する。イコモスは、資産群と金鶏山の間の視覚的関連

が妨げられないようにすること、資産群の周辺域が修復さ

れること、そしてすべての道路計画は、顕著な普遍的価値

の属性と仏国土（浄土）の理念を伝達するための能力を含

む資産の真実性についての（負の）影響を考慮する遺産影

響評価に従うこと、が徹底されるべきである、と考える。 

 

中尊寺と無量光院跡の、現在埋もれているふたつの浄土庭

園を修復するための提案がなされている。イコモスは、そ

れらの提案についての妥当性は、それらが基づいているす

べての証拠を含めて、イコモスによる評価及び作業指針の

第 172 項に従って世界遺産委員会によって判断されるため

に、世界遺産センターに提出される必要がある、と考える。  

 

記載に関しての勧告 

イコモスは、日本が推薦した「平泉－仏国土（浄土）を表

す建築・庭園及び考古学的遺跡群‐」について、柳之御所

遺跡を除いて、評価基準（ⅱ）と（ⅵ）に基づいて世界遺

産一覧表に記載されるべきことを勧告する。 

 

勧告された顕著な普遍的価値の言明  

総合的所見 

平泉の４つの浄土庭園は、そのうちの３つが神聖な山であ

る「金鶏山」に焦点を合わせており、浄土思想の理想と、

庭園・水・周辺景観の結びつきに関する日本古来の概念と

の融合を例証している。浄土庭園のうちの２つは、発掘調

査により発見された多くの詳細事項に基づき復元されたも

のであり、他の２つは地下に埋蔵されたまま残されている。

短命であった平泉の都市は、11 世紀～12 世紀の日本列島北

部領域における政治・行政上の拠点を成し、政治的・経済

的に京都と拮抗していた。４つの庭園は、当時の支配氏族

の北部地域における分家であった奥州藤原氏により、現世

における仏国土（浄土）の象徴的な表現、つまり池泉・樹

林・金鶏山頂と関連して仏堂を周到に配置することにより

実体化した理想郷の光景として造営された。重厚に金箔を

貼った中尊寺の仏堂は、12 世紀から残る唯一のものであり、

支配氏族の巨大な富を反映している。 
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平泉の大半は、政治・行政上の地位を失った 1189 年に滅ん

だ。それは、平泉のめざましい繁栄と顕著な富を表すと同

時に、その急速で劇的な没落を示すものでもあり、多くの

詩歌を喚起する素材となった。1689 年に俳人の松尾芭蕉は、

「三代の栄耀一睡のうちにして…」と詠った。このかつて

の巨大な（政治・行政上の）拠点に存在し、浄土庭園を伴

うかつての巨大な中心にある４つの寺院群、12 世紀から残

存する顕著な仏堂、及びそれらと神聖なる金鶏山との関係

は、平泉の財力と権力を反映する類い希なる集合であり、

日本の他の都市の仏堂や庭園にも影響を与えた計画・庭園

の意匠設計に関する概念を表している。 

 

 

 

評価基準(ii) 

平泉の寺院と浄土庭園は、仏教とともにアジアからもたら

された作庭の概念が、日本独特の自然信仰である神道に基

づきどのように進化を遂げ、結果的にそれが日本に独特の

計画の概念及び庭園の意匠設計の概念へとどのように発展

を遂げたのかを顕著に明示している。平泉の庭園と仏堂は、

その他の都市の庭園・仏堂にも影響を与え、特に鎌倉には

中尊寺に基づく仏堂のひとつが存在した。 

 

評価基準(vi) 

平泉の浄土庭園は、東南アジアを超えた仏教の普及、日本

に固有の自然信仰の精神と阿弥陀如来の極楽浄土思想との

明確で独特の融合を疑いなく反映している。平泉の仏堂と

庭園の複合体から成る遺跡群は、現世における仏国土（浄

土）を象徴的な顕現である。 

 

完全性 

資産は、浄土庭園を伴う仏堂の複合体、及びそれらと視覚

的な結び付きを持つ聖なる山（金鶏山）を包含している。

中尊寺・毛越寺・観自在王院跡・金鶏山は視覚的な結合を

完全に保持しているものの、無量光院跡では家屋群及びそ

の他の構造物が負の影響を持つ。仏堂と金鶏山との間の視

覚的な結合は、緩衝地帯に当たる推薦資産の外側の区域に

まで及んでいる。仏国土（浄土）の宇宙（コスモロジー）

に関する空間的な見え方を保護するためには、これらの結

合の空間的な完全性を保持することが必要である。 

 

 

 

真実性 

発掘された遺跡の真実性については、揺るぎがない。庭園

群のうちの２つは復元されたものであり、復元作業は建築

及び植物に関する物証の厳密な分析により実証されている。 
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現存する構造物のうち、主たる建築である中尊寺金色堂は

顕著な遺存物であり、材料・構造の真実性を保証する卓越

した技術により保全されてきた。しかしながら、風景上の

仏堂の真実性は、現在、周囲を囲うコンクリート造の覆屋

によって、一定程度損なわれている。 

価値を伝える資産の能力を維持するためには、４つの仏堂

が浄土思想の深遠なる理想との関連性を認識できるように

維持されることが不可欠である。  

 

管理及び必要な保護措置 

資産とその緩衝地帯は、史跡・特別史跡・名勝・特別名勝

に指定されており、良好に保護されている。 

 

構成資産間の展望の保護及び構成資産の周辺環境の保護は、

各構成資産が観想のオアシスであるとしても、景観との関

係を意味深く明示できる構成資産の能力を保証する上で極

めて重要であろう。 

 

岩手県及び関係地方公共団体は、資産の包括的な管理体制

を整備するために、岩手県世界遺産保存活用推進会議を設

置した。この会議は、平泉の考古学的遺産群の調査・保存

のための指導委員会の専門家による助言を受ける。 

 

 

 

包括的保存管理計画は、2007 年１月に完成・実施されてお

り、2010 年１月に改訂された。本計画に示された地下に埋

蔵されている２つの庭園の再生・修復に当たっては、『世

界遺産条約履行のための作業指針』第１７２項に基づき、

イコモスの評価及び世界遺産委員会の判断のために、世界

遺産センターに実施・企画書を提出することが必要となろ

う。 

 

地方公共団体は、地域自治会と合意を取り交わすとともに、

地域社会に対して資産の監視、及び保護・管理・整備公開

に関する提案の申し出を求めている。 

 

イコモスはさらに、締約国が次のことを考慮することを勧

告する。 

・資産の名称を「平泉－仏国土（浄土）を表す仏堂・庭園」  

に変更すること。 

 

・金鶏山と他の４つのアンサンブル（仏堂・庭園）と   

の間の阻害のない展望を維持すること。 
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・すべての大規模な道路改修の提案に当たっては、個々構

成資産の周辺環境の見え方を含め、顕著な普遍的価値の属

性に対する影響を計る「遺産影響評価  (Heritage Impact 

Assessment)」を行うこと。 

・中尊寺及び無量光院跡の２つの地下に埋蔵されてい  

る庭園の再発掘調査及び再生（修復）に当たっては、  

『世界遺産条約履行ための作業指針』第 172 項に   

基づき、イコモスによる評価及び世界遺産委員会に  

よる検討のための計画書を世界遺産センターに提出  

すること。 

・地下に埋蔵されている考古学的な情報資源を積極的  

に保護すること。 

・さまざまな場所の受容力に関する詳細な研究に基づ 

き、来訪者に関する管理戦略を適切に定め、実施す  

ること。 

 

（仮訳） 
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参考資料６ 「平泉」の世界遺産一覧表への記載に係る世界遺産委員会決議 

（決議 35COM 8B.30） 

 

 2011年６月の第 35回世界遺産委員会の決議は以下のとおりである。 

 

決議 35 COM 8B.30 

 

世界遺産委員会は、 

１．文書 WHC-11/35.COM/8B及び WHC-11/35.COM/INF.8B1を審査した結果、 

 

２．締約国が、イコモス及び世界遺産委員会の勧告に厳密に従って、わずか３年で「延期」

資産について素晴らしい改定を行ったことに対して称賛し、 

 

３．評価基準（ⅱ）及び（ⅵ）に基づき、構成資産である柳之御所遺跡を除外して、「平泉

－仏国土（浄土）を表す建築・庭園及び考古学的遺跡群－」（日本）を世界遺産一覧表に

記載し、 

 

４．以下の顕著な普遍的価値の言明を採用する。 

 

総合的所見 

  平泉の４つの浄土庭園は、そのうち３つが神聖な山である「金鶏山」に焦点を合わせ

ており、浄土思想の理想と、庭園・水・周辺景観の結びつきに関する日本古来の概念と

融合を例証している。浄土庭園のうち２つは、発掘調査により発見された多くの詳細事

項に基づき復元されたものであり、他の２つは地下に埋蔵されたまま残されている。短

命であった平泉の都市は、11世紀～12世紀の日本列島北部領域における政治・行政上の

拠点を成し、政治的・経済的に京都と拮抗していた。４つの庭園は、当時の支配氏族の

北方地域における一族であった奥州藤原氏により、現世における仏国土（浄土）の象徴

的な表現、つまり池泉・樹林・金鶏山頂と関連して仏堂を周到に配置することにより実

体化した理想郷の光景として造営された。重厚に金箔を貼った中尊寺の仏堂は、12世紀

から残る唯一のものであり、支配氏族の巨大な富を反映している。 

 平泉の大半は、政治・行政上の地位を失った 1189年に滅んだ。それは、平泉のめざま

しい繁栄と顕著な富を表すと同時に、その急速で劇的な没落を示すものであり、多くの

詩歌を喚起する素材となった。1689年に俳人の松尾芭蕉は、「三代の栄耀一睡のうちに

して…」と記した。このかつての巨大な（政治・行政上の）拠点に存在し、12世紀から

残存する浄土庭園を伴うこの４つの寺院の複合体及びそれらと聖なる金鶏山の関係は、

平泉の財力と権力を反映する類い希なる集合であり、日本の他の都市の仏堂や庭園にも

影響を与えた計画・庭園の意匠設計に関する独特の概念を表している。 
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評価基準（ⅱ） 

 平泉の寺院と浄土庭園は、アジアから仏教とともにもたらされた作庭の概念が、日本

古来の自然信仰（神道）に基づいてどのように進化したか、そして結果的にそれが日本

に独特の計画、庭園の意匠設計の概念へとどのように発展を遂げたかを顕著に明示して

いる。平泉の庭園と仏堂は、その他の都市の庭園・仏堂にも影響を与え、特に鎌倉には

中尊寺に基づく仏堂のひとつが存在した。 

 

評価基準（ⅵ） 

 平泉の浄土庭園は、東南アジアへの仏教の普及及び日本に固有の自然信仰の精神と阿

弥陀如来の極楽浄土思想との具体的で固有の融合を明確に反映している。平泉の仏堂と

庭園の融合の複合体から成る遺跡群は、現世における仏国土（浄土）を象徴的に明示し

ている。 

 

完全性 

 資産は、浄土庭園を伴う仏堂の複合体、及びそれらと視覚的な結び付きを持つ聖なる

山（金鶏山）を包含している。中尊寺・毛越寺・観自在王院跡・金鶏山は視覚的な結合

を完全に保持しているものの、無量光院跡では家屋群及びその他の構造物（道路など）

が負の影響を持つ。仏堂と金鶏山との間の視覚的な結合は、緩衝地帯にあたる推薦資産

の区域の外側の範囲にまで及んでいる。仏国土（浄土）の宇宙（コスモロジー）に関す

る空間的な見え方を保護するためには、これらの結合の空間的な完全性を保持すること

が必要である。 

 

真実性 

 発掘された遺跡の真実性については、揺るぎがない。庭園群のうち２つは復元された

ものであり、復元作業は建築及び植物に関する物証の厳密な分析により実証されている。

現存する構造物のうち、主たる建築である中尊寺金色堂は顕著な遺存物であり、材料・

構造の真実性を保証する卓越した技術により保全されてきた。しかしながら、風景上の

仏堂の真実性は、現在、周囲を囲うコンクリート造の覆屋によって、一定程度損なわれ

ている。価値を伝える資産の能力を維持するためには、４つの寺院が浄土思想の深遠な

る理想との関連性を畏怖の念をもって認識できるように維持されることが不可欠である。 

 

保護及び管理に必要な措置 

 資産とその緩衝地帯は、史跡・特別史跡・名勝・特別名勝に指定されており、良好に

保護されている。構成資産間の展望と保護及び構成資産の周辺環境の保護は、たとえ各

構成資産が観想のオアシスとなるとしても、景観との関係を意味深く明示できる構成資

産の能力を保証する上で極めて重要であろう。岩手県及び関係地方公共団体は、資産の
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包括的な管理体制を整備するために、岩手県世界遺産保存活用推進会議を設置した。こ

の会議は、平泉の考古学的遺跡群の調査・保存のための指導委員会の専門家による助言

を受ける。 

 包括的保存管理計画は、2007年１月に完成・実施されており、2010年１月に改訂され

た。本計画に示された地下に埋蔵されている２つの庭園の再生・修復に当たっては、『世

界遺産条約履行のための作業指針』第 172項に基づき、イコモスの評価及び世界遺産委

員会の判断のために、世界遺産センターに実施・企画書を提出することが必要となろう。

地方公共団体は、地域自治会と合意を取り交わすとともに、地域社会に対して資産の監

視と、保護・管理・整備公開に関する提案の申し出を求めてきている。 

 

５．さらに、締約国が次の事項を考慮することを勧告する。 

ａ）金鶏山と他の４つのアンサンブル（仏堂・庭園）との間の阻害のない展望を維持す

ること。 

ｂ）すべての大規模な道路改修の提案に当たっては、個々の構成資産の周辺環境の見え

方を含め、顕著な普遍的価値の属性に対する影響を計る「遺産影響評価(Heritage 

Impact Assessment)」を行うこと。 

ｃ）中尊寺及び無量光院跡の２つの地下に埋蔵されている庭園の再発掘調査及び再生（修

復）に当たっては、『世界遺産条約履行のための作業指針』第 172項に基づき、イコモ

スによる評価及び世界遺産委員会の判断を受けるために、世界遺産センターに計画書

を提出すること。 

ｄ）地下に埋蔵されている考古学的な情報資源を積極的に保護すること。 

ｅ）種々の構成資産の受容力に関する詳細な研究に基づき、来訪者に関する管理戦略を

適切に定め、実施すること。 
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参考資料７ 「平泉 — 仏国土（浄土）を表す建築・庭園及び考古学的遺跡群 — 」 

遺産影響評価基準等策定検討委員会設置要綱 

 

（設置） 

第１ 「平泉 - 仏国土（浄土）を表す建築・庭園及び考古学的遺跡群 - 」（以下「平

泉」という。）の顕著な普遍的価値（以下「OUV」という。）が、開発行為等によって

受ける影響を評価（以下「遺産影響評価」という。）するための基準等の検討を行う

ため、「平泉」遺産影響評価基準等策定検討委員会（以下「策定委員会」という。）

を置く。 

 

（所掌事務） 

第２ 策定委員会の所掌事務は、次のとおりとする。 

 (1) 「平泉」の OUVに係る分析等に関すること。 

 (2) 想定される開発行為が「平泉」の OUVに与える影響の評価等に関すること。 

 (3) その他遺産影響評価基準の策定等に関すること。 

 

（組織） 

第３ 策定委員会は、委員３人以内をもって組織し、委員は、世界遺産等に関する専門家、

有識者のうちから世界遺産平泉保存活用推進実行委員会委員長が任命する。 

２ 委員の任期は、委嘱の日から令和２年３月 31日とする。 

 

（委員長） 

第４ 策定委員会に委員長を置き、委員の互選とする。 

２ 委員長は、会務を総理し、会議の議長となる。 

３ 委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、委員長があらかじめ指名する

委員が、その職務を代理する。 

 

（会議） 

第５ 策定委員会は、委員長が招集する。 

２ 策定委員会は、委員の半数以上が出席しなければ会議を開くことができない。 

３ 策定委員会の議事のうち決定を要する事項がある場合は、出席委員の過半数で決し、

可否同数のときは、議長の決するところによる。 

 

（意見の聴取） 

第６ 策定委員会は、必要に応じて関係者の出席を求め、その意見を聴くことができる。 

 

（庶務） 

第７ 策定委員会の庶務は、世界遺産平泉保存活用推進実行委員会（以下「実行委員会」

という。）事務局において処理する。 

 

（補則） 

第８ この要綱に定めるもののほか、策定委員会の運営に関し必要な事項は、実行委員会

が別に定める。 

 

   附 則 

 この要綱は、令和元年６月４日から施行する。 
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